
















上の発展化は, 1つは, Romer [18],[19]を先駆とする｢生産外部性｣










成長率(endogeneous balanced growth rate)の存在性を検討した｡かか
る類いの政府支出は公共財(public goods)として扱われ,公共的中間財
(public intermediate goods) (例えば, pestieau [16], McM山an [14], Feld-
stein [3]参照｡),公共的投入物(pu仙c hput) (例えば, McMillan [15]
参照｡),公共的中間投入物(public intermediate inputs) (例えば, Hen-




































働比率(capitalllabor ratio) k(i) -K(t) /I,(t)の収穫逓減性の想定である｡
資本一労働比率の上昇につれて,その平均生産性は低下していく,すな
わち,
d lf(kjL(i,)!tk (i)-] = Jf(k (i) ) :;fill)['(k (i) )] <.





















(balanced growth path)の存在性が保証される｡ (図-1参照｡)
次に,資本と労働の代替性が固定されているCES生産函数の下では,
資本の平均生産力は
















































Y(i) -AK(i)aG (t)1-a-AK(i) きき
卜α, o<α<1　　　(10)






















V(o) -i;∞[ C'壬'il11;6611 ] e-ptdt, 6,0,-1　(14)
と書き改められる｡ただし, o'は,異時点間代替弾力性(intertemporal sub-
stitution elasticity)であり,限界効用の弾力性(elasticity of marghal utiL
ity) 0(C(i))

























K(i)-I(i) -8K(i) -G (i)　　　　　　　　　　　　　　(20)
の制約の下で,税引後のキャッシュ･フロー(after-taxcashflows)の割引
硯在価値
Z(o) -/∞ [(卜T,)Y(i) 1(t)]e--R(t,dt　　　　(21)
を最大化すべく資本投入経路を選択するものとする3)｡ただし,用)は投
餐, R(i)-/i r(T)dTである｡ここで, (21)式は,
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qK(i) (YG(i) -1) -ワG(t) (1-Ty(i)YG(i)) =0
符^(i)) (i)YK(i) +qG(i)Y(i) -〟(i)Y(i)-0
で表わされる｡
次に, K(i),) (i)に関するそれぞれの動学方程式
q'K(i)-qK(i) [p -YK(i) +8]
- [ヴG(i) ど,(i) +i/(i) (1-T,(i))]YK(i)




ならば, YG(i)-1がしたがう｡ (49)式において, ど,(i)-0であるならば
ト　小　■=.
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1 )本項の議論は, Heijdra=vanderPloeg [8] (Chap.14)の示唆に負う｡


























C(i) + A'(i)=(1-Tl) lr(i)A(i)+W(i)]　　　　　　　(56)








B(i) - (1-TJ)r(i) [(B (i) +K(i)) +W(i)] -C(i)　　　　(57)
で表わされる｡ここで,上の微分方程式を解けば
B (i) -e(1-T,,R(i, [B (0) I/∞(1-Tl) (r(i)K(i) +W(i)炉11rJ,H(i,dt
十
がしたがう｡ただし
C (i) r (卜T,)R(i)dt (58)
β(0)-十
内生的成長経済における生産的政府支出と最適財政政策　117
B (i) e(I-T/)R (i)dt　　　　　　　　　　　　　　(59)
である｡このとき,政府が国債の支払い可能となるためには支払可能性条
件(solvency condition)
禦(i) ･exp[-Jt (llTl)r(T)dT] -0
が満たされれば十分である6)｡
上の条件((60)式)を(58)式に適用すれば,









































/∞I(t) -R(i,dt-J∞ [k(i) -r(i)K(i)]e-R(i,dt
･吉 (r(i) +8)K(i)e-R(i)dt
を得る｡しかるに,




















r(i)-αK(i)a~1G (i)lJα-8 -α (#)1-a-8 (75)
がしたがう｡また, 1単位の労働供給に対し,労働市場はその限界生産力
に等しい賃金率を支払うから,




























B(i) +R(i) -r(t)B(i) +IG(i)
となり,さらに, (82)式は
B(i) - (r(t) -β)B (t) + (iG-1)R(i)
と変形され,したがって,






































V(o)-/∞ [ C(Pjl;0611 ] e-ptdt, p ,0　　　(W)
で表わされ,前項における(61)式の予算制約条件の下で生涯効用を最大化す
る消費が満たすべき最適必要条件
C (i)一差e-pt-) (i)e-(1-Tl(tHR(i) (89)
122
と,資産に関する動学方程式























B(i) +K(i) -Y(i) -SK(i) + (llTl(i))r(t)B(t)
-TI (i) lr(i)K(i) +W(t)] - C (i)　　　　　　(96)
と統合化し得る｡さらに, Euler定理(Euler theorem)を適用すれば, (96)
式は,
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-拡J:∞ [ C(Pfll芳1 ] e-ptdt
sj. )'(i)-)(i)lp-(1-Tl(i))r(i)]





H- [ C(壬)=11芳1] e-pf













































- -ml(1-TI(i)) (r(i) (B(i)+K(i))+W(i))-C(i)]  (111)
がしたがう｡ここで, (97),(Ilo)式を考慮して, q'^(t)を(111)式から消去すれば,
一m (W(i) -C (i)) -Qc(i)e-W(i)　　　　　　　　　　　　(112)
を得る｡ここで,掴式に掴式を適用すれば







7) Greiner, op. cit., (p.348)参照｡
8 ) Greiner, op. cit., (p.351)参照｡
9) L-1に正規化されていることを想起されたい｡
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